
◇ 2012年５月29日 第1045回例会(第1044号) ◇

ロータリー、人類のために活動します（Rotary, Humanity in Motion）

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

Ｆグループ 寺井、堀田、長島、飛田
西山、木元各会員

６月11日(月)
会場：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
時間：19：00～20：00

■ 出 席 報 告 ■ 西 山 委 員

【５月22日】
在籍会員 38名（内出席規定適用免除者 10名）
出席会員 27名（内出席規定適用免除者 6名）

ホームクラブ出席率 79.41％

４月24日のＭＵを含む出席率 94.12％

本日の例会

今週の歌 「 それでこそロータリー 」

卓 話 「 次年度会長方針発表 」

寺 井 正 昭 次年度会長

次回例会のお知らせ(６月５日)

卓 話 「 今年度事業報告 」

赤 尾 クラブ運営委員長

赤 尾 奉仕活動委員長(兼任)

田 中 広 報 委 員 長

本日の会長の時間

「米国の福祉の話」 庄 瀬 会 長
米国の介護事情を調べました。
多民族・多人種国家である米国の福祉政策の基本

は「個人の自由と自己の責任」です。
すなわち「自助努力」が歴史的な国民の背景にあ

り、州と地方政府が役割と権限を担う地方分権型で
す。1965年には「米国高齢者法」が制定され、連邦
と州と地方政府の責任で、高齢者が社会サービスを
均等に得られる機会を保障しています。
しかし実際には民間の営利団体、ＮＰＯ団体、宗

教団体、ボランティアなどが福祉サービスの主な提
供者です。
また米国のロータリークラブでは高齢メンバー自

身のボランティア活動が大きな役割を果たしており、
自分たちで出来ることは自ら行なう国民の根底にあ
る「自助の精神」はわが国とは違うものです。

前回〔５月22日〕例会記録

■ 来 客 ■
上 の 和 明 様

（卓話者・民主党大阪府議会議員）
矢 橋 弘 嗣 君
（ＲＩ第2660地区第２組ガバナー補佐・千里）

幹事報告 橋 本 幹 事
◎新会員候補者岸本裕氏に対する異議受付は、あり
ませんでした。入会式は５月29日に行う予定です。
◎今年度委員会活動報告は、５月29日までに各担当
理事へ提出してください。

次年度幹事報告 成 松 次年度幹事
◎2012～13年度会員名簿作成します。前年度のコ
ピーを配付しましたので確認のうえ、変更の有無



にかかわらず全会員６月12日までに提出してくだ
さい。

ニコニコ箱

杉本令夫人 故杉本全司、長くロータリーに
お世話になりました。

橋 本 会 員 前回例会、情報集会を欠席しまし
た。すいませんでした。

成 松 会 員 結婚祝のお花有難うございました。
飛 田 会 員 ２週連続欠席のお詫び。
本日分 63,000円
累 計 1,275,000円

関西大学ＲＡＣ第40回例会出席報告

成 松 会 員
日 時：５月14日(月) 19：00～20：00
場 所：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
出席者：成松
内 容：ＲＡＣ世界大会参加の報告

論理力を高める考え方、施行テスト、数
的推理力をテーマとしたものでした。

卓 話

「これからの吹田市は？」

民主党大阪府議会議員
上 の 和 明 様

現在吹田市は人口約35万5,000人、予算規模は約
一般会計、特別会計合わせて1,800億円であります。
吹田市は昭和15年に吹田町、千里村、岸部村、豊

津村と合併し、人口６万3,181人でしたが、昭和28
年７月１日に下新田地区、昭和30年に山田地区と合
併し９万7,432人になりました。そして千里ニュー
タウンが開発され今日に至っております。
大阪府下43市町村の中で６番目に人口の多い市で

す。府下においても、全国においても市の比較は、

人口と予算規模の比較になり、府下の各種会議にお
いても人口の多い順に並び、吹田市は上から６番目
で悲哀を感じておりました。
現在吹田市は大阪府の地方課を通じて国に要望を

行なっています。これを直接的に国に行なうには政
令指定都市になる必要があります。政令指定都市に
なれば大阪府と同じ権限が与えられます。（ただし、
警察行政だけは都道府県と決まっております。）
したがって、私達は吹田市がより発展するために、

政令指定都市をめざすべきだと考えております。こ
の政令指定都市は全国で19都市、大阪府では大阪市
と堺市だけです。
私達は北摂各都市が合併して北大阪市を作れば、

人口180万の大都市が実現し、かなりの外なる行政
財政改革が出来ると考えております。
北大阪地域では30年後人口が29万人減少すると言

われており、そうなれば税収も減ってしまいます。
そのため早い時期に合併して効率の良い行政をめざ
すべきと考えます。
市長も10人から１人、副市長も20人から２人、ゴ

ミ焼却施設も今の半分、職員数と議員数も削減でき
少子高齢化社会に適した町になります。もちろん、
政令指定都市として直接国と交渉できるスケールメ
リットの大きな町になります。いや、なるべきなの
です。

卓 話

「５分間卓話」(５月15日・第1043回)
『「国旗」・「国歌」について』

東 秀 夫 会 員
1999年８月９日、「日の丸」、「君が代」をそれぞ

れ「国旗」、「国歌」と定める「国旗及び国歌に関す
る法律」が成立しました。
国家が特定の「国旗」「国歌」を定めることの意

義、アジア・太平洋戦争での日本の侵略のシンボル
であった「日の丸」「君が代」が憲法19条が保障す
る「思想・良心の自由」から公権力が入学式や卒業
式などで強制するのは憲法上おおきな問題があるの
でおかしいとの行動を是正するものと思われた。
最近橋下徹大阪市長が、卒業式での地方公務員の

職務命令服従義務から一部口ぱく教師に義務違反を
問題視すると同時に、諸外国での「国歌」を斉唱す
るときの姿勢等も注意され、あらためて戦後教育を
うけてそのことの意識の低さに考えさせられるとこ
ろがあるなあと思っています。
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